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【特別寄稿】

民 俗 と 情 報 文 化

　 （東京の 民俗 文化財を通 して ）

中　村　　 規

（都市民俗研究所長）

1．は じめ に

　民俗とは，名 もな き民の な らわ しの こ とで ，民

俗文化財 とい うの は衣 食住に 関する風俗慣習 ， 民

俗芸能及 びこ れ らに用 い られ る物件で
， 文化価値

の 高い もの をい い ます。それ は民間に伝承 され た

もの で あ り，民 問伝承 と もい われ て い ます。こ れ

らは
， 地域的に 共有され る特定 の 形式 を持 ち ， そ

れが繰 り返 し再生 され て い くと い う特性 を持 っ て

い ます 。 そ して そ の 伝承形態は口伝で あ っ た り，

相伝 であ っ た り します 。 それは今 H の 情報サ イク

ル （生 活主体 → 客体
一

・ 報せ → 評価 → 行動選択 → 効

用実験）と金 く同 じサイク ル で あ っ た と考え られ

ます 。 　情報文化 の 進展 に よ 1）　，伝 達手段 が 多様

化 し，高度化 した こ とは，文化 の 享受 をよ り幅広

く， また ， 高い レ ベ ル にお い て 可能に し，文化の

進展に とっ て 重 要な要素に な りつ つ あ ります 。 す

なわ ち，各種電子機器 ，コ ン ピ ュ
ー

タ
，

レーザー

光線な ど の 活用 に よ っ て演出や 表現 な どに新分 野

が 開拓 され つ つ あるか らで す 。 しか し， そ の 力は

まだ まだ弱 い もの で すが…。

　近年 ， 地ノ∫の 時代 （地方の 時代 とは，地域の 全

般的な生 活環境 を整備 して い く上 で の 中核 に文化

を据 え，文化的な ・トこ体性 を持 つ こ とへ の 強 い 朋待

を込 めた 表現）の 名の 臼 こ，地域 に継承 され て き

た 有形 ・無形 の 伝統文化を発掘 ， 再認識 し，ある

い は復興 し
， 文化施設 の 整備 とあわせ て

， 町づ く

り ・村お こ しの
．
支柱 に し て い る と こ ろ が 多 くな っ

て い ます。
い わ ば

， 伝統 へ の 回帰と もい うべ き動
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きです 。

　い っ ぽ う， 昭和 30年に始まっ た姉妹都市提携 は
，

今で は全 国の 都道府県 ， 市町村 に 及び
， 友好親善

の ため の 人物交流，文化交流 ，経済 ・技術交流 な

どが 活発 に 行わ れ て い ます 。 そ して 国 レベ ルで も，

古美術展 ，占典芸能 ， 現代芸術な ど の公演等 H本

の 伝統や現代文化の 紹 介事業 を自国で 開催 して も

らい た い とい う諸外国か ら の 要請が年々 増加 して

い ます。

　今回は，民間伝承の 中で 習俗 と芸能 をテ
ー

マ に

と りあげ ， 習俗で は儀礼習俗 （冠婚葬祭）の
， 芸

能で は民俗 芸能の
， 両事例 を通 じて ニ ュ

ー・メ デ ィ

ア を探 り，民俗文化財 にお ける二 トー・
世紀の 情報

文化 を考えてみ た い と思い ます 。

2．冠婚葬祭

　儀礼習俗 の 中で も，特に私た ちに関わ りが深い

の は 出生 ・成 人 ・結婚 ・葬式な ど儀式的な行事 ，

つ まり冠婚葬祭で す。

　冠婚葬祭 は，昔か ら人間社会にお い て ，特に重

ん じられ て きた 四 つ の 儀式 （儀礼）を表 した言葉

ですが ，こ の 言葉 は，単 に 四 つ の 儀式の み で な く，

人間 ・生の 問に行わ れ る数々 の 儀式 的な行 事の す

べ て を含む意味 に も用 い られ て い ます 。

　冠婚葬祭に 「通信一1は切 り離せ な い もの で す。

現在 ， 冠婚葬祭で は電話や電報，ある い は郵便 と

い っ た 手段が
一

般 的で すが ，
こ れ らは太古の 時代

の 「大声で 呼ば っ て 用事 を伝 える」とい う原始 的

な手段が進化 を遂 げた もの な の で す 。

　また，見方を変 えれ ば冠婚葬祭 自体が
一
種の 通

信形態で ある と も言 えます 。
つ ま り，結婚式な り

葬式な りとい っ た大々 的な催事 を開 くこ とに よ っ

て ，そ の お め で た い こ とを，ある い は不幸な出来
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事 を広 く世 聞に も知 ら しめ る とい う役割も同時に

果 た して い る の です 。

2−1．「冠」の儀礼

　冠婚葬祭の 「冠」 は成人の 式 を指 します 。 「冠」

とは頭 に か ぶ る もの の 総称で ，武家の 男子が 元服

を行 う際 に髪形 をかえ，服を改め ，成人の 印に こ

れ を頭 に か ぶ る こ とが習わ し とな っ て い ました 。

　しか し，こ こ で は人間が
一

生 の 聞 に初め て 経験

す る段 階の 儀礼 をい い ，誕生，初節供，七五三 ，

入学，成入祝 い な どがあ ります 。 特 に メデ ィ ア が

関心 を示す儀礼 と して は成人祝 い が あ ります。

　誕生

　誕生は母親 に と っ て は 出産で あ り， 家庭にお い

て は家族成 員の 新たな増加，村に と っ て は共同体

員の 新た な増加を意味 します 、、

　誕生 には誕生前の 儀礼 と誕 生後の 儀礼が あ りま

す。誕 生前 の 儀礼 で 代表 的な もの は帯祝 い です 。

帯祝 い は ハ ラ オ ビ とい っ て 妊娠 5 か月目の 戌 の 日

に岩［1帯 とい う晒木綿 を巻 くとい う習わ しで す 。

こ の 日は安産祈願 を兼ねて ，水天宮 （中央区 ・清

瀬市）や塩竃神社 （東大和市） な どに参詣 して 腹

帯 とお札 を受 けて か ら晒木綿を巻 くとい うの が
一．．一

般的で す 。 中には お札 をちぎっ て 飲 む とい うの も

あ ります 。

　誕生 後で は ，成 員資格獲得の 手続 きと して
，

お

七夜 （生後 7 日 目）の セ ッ チ ン 参 り （児 の 頭 に二

つ 折 の オ ム ッ を乗せ ，井戸神 と便所 ノ神 に お参 り

す る と い うもの で す）， 初宮参 り （生 後男 31 日 日，

女 33 日日）の 氏 子入 りな どが 代表的です 。

　また ，長男で 初誕 生 日前 に 歩 く児に は 1 升餅 を

背負わせ て
， 転ぶ まで 歩かせ る （家を出て い かな

い ） とい っ た風習 もあ ります 。

　 七 五 三

　七 h：三 は武家の 習俗 （男女 3 歳で 髪 を伸ば し始

め る髪 置 ， 男 了 5 歳で 袴着の祝い
， 女子 7歳 で つ

け紐を と っ て 帯 を しめ る帯祝い ）が民問に広 め ら

れ た もの で す 。 民 間で は オ ビ トキ （紐 が つ い た

着物 か ら帯 を しめ る着物 にな る）と い っ て
，
1／

月 15日又 は 11月 23H ，男女 7 歳 の と き氏神参

りが行 わ れた の ですが ，い まで は 3歳 （女子 ）， 5

歳 （男 了う， 7歳 （男 女）の 2 回行 わ れ る の が
一

般 的の よ うで す 。 近所 の 子 に は菓 了
・
や 千歳飴 を

配 っ て知 らしめ て い ます 。

　 成人祝 い

　成人祝 い は
， 男 予が 成年式，女子 は成女式 とい

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ ん どし

い ます 。 成年式はへ こ 祝 い とい っ て
， 揮 をしめ る

式で
， 昔は 15 歳 か ら 17歳の 間に行われ ，氏神や

大山参 りに出掛けた もの で す 。 武家の 元服は
， も

と もと民間 の 成年式 を武家風 に発展 させ た もの で

す 。 武家の 元服 の かた ちがで きる と
， それ が また

民 間に 影響 を及ぼ し
， 元服の 真似 事が行わ れ る よ

うにな り，冠や鳥帽子 をかむらな くて も烏帽子祝

と称 して い ます 。

　 元服の か たち は 日枝神社 （T一代田区）の 元服加

冠 の 儀 i神職 と巫女が直垂姿の 男子 に侍烏帽了
・を，

う ト，ぎ
袿姿の 女子 に は金烏帽 r一を，それぞれ厳 か に 冠せ

る1 と して 今 に伝 え られ て い ます 。

　 成女式 は 13 歳 の 頃腰巻 を しめ る と い う所 もあ

りま したが ，そ れ よ りも生理 的変化 ，
つ ま り初潮

が あ っ た とき赤飯で祝 うこ とを成女式と呼ん で い

ます 。

　 成年 （女）式の 意味は今の 区市町村主催 の 成人

式に受け継が れ て い ますが，特 に 東京の 場合 ，勤

め 先，学校 などの 関係 で 出席 で きな い 成人 が多い 。

こ うした成人 に対 して 現地 と東京 （市町村 の 東京

事務所）を結ん だ画像通信の 利用が 考え られ ます 。

2−2．「婚」の 儀礼

　「婚」，つ ま り婚姻に関す る儀礼 の 総称 で
， 主 と

して見合 い ，ナ レ ア イ （恋愛），婚約 （口 固め），

結納 ， 婿入 り， 嫁入 り，結婚式，披露宴な どが あ

ります。

　婚姻 に は村内婚 と村外婚が あ り，つ い こ の 間ま

で村内で 嫁 を貰わ ない と カ イ シ ョ な し とい わ れ
，

村内婚が 中心で したが 現在は急速 に減少 し，ほ と

ん どが村外婚で ， しか も遠方婚 に な っ て い ます 。

　婚姻成立 を ご 祝儀と い うの が
一

般的で すが
， 中

に は くれ祝儀 ，
ヨ メ トリ ご祝儀 とい うとこ ろ もあ

ります。
い ずれ に して も結婚 は昔か らナ レ ア イ よ

りも仲 人に よ る 見合い の ほ うが は るか に成立が高

か っ たとい い ます。婚姻成立祝 は性格 によ っ て ，

婿入婚 （婚姻成立 祝 を嫁方で あげ ， 以後婚舎を嫁

方 にお く）， 足入婚 （婚舎が 嫁方で
，

婚姻成立祝
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は婿方），嫁入 婚 （婚姻成 立 祝が婿 方，婚舎 も婿

方）， 寝宿婚 （婚舎が寝宿）な どが あ ります 。

　婚約 ・結納は家と家の 結び つ きをイ ッ ケ （親族

集団〉 に知 らしめ る もの で すが，結婚式 ・披露宴

は 当事者 に と っ て も
， 両家 に とっ て も， 広 く世間

に知 ら しめ る 絶好 の 舞台で す。電報電話 （重）は も

ちろ ん，フ ァ ク シ ミ リ
， 電子 メ

ー
ル

，
レ タ ッ ク ス

な ど
，

さ ら に は 臨場感溢 れ る 映像 を衛星通 信を

使 っ て，ふ る さ と ・サ テ ライ ト ・海外 な ど と結ぶ

こ とカミ
考え られ ます G

　嫁入婚

　嫁入婚は，婚姻成 立祝が 婿方で行われ ，新婚家

庭 〔婚舎）を婿方に お くとい うもの で ，こ うした

嫁入 りは武家 とと もに発展 した 婚姻で ，1il世以降

民 問 に も大い に普及 して い ます 。 それ は
， 初め

男性が 女性をこ っ そ り見 に行 き，よけれ ば人 をた

て て 申 し込み
， 伸人 は両家で 各 1 組たて る とい う

もの で す。以後 の 段取 りは
，

口 固め （樽入 れ 〉
一

・

結納 → 婿顔見せ → 出立ち → 嫁入 り行列一レ 出迎 え．．．・

嫁入 り
一・婚礼 （．三三 九度 の 盃）

．・披露宴 → 嫁顔 見

せ → 里帰 り
一
・ 仲 人礼 など と続 きます 。

　そ の 中で，婿顏見せ を婿の 食い 逃げ とい っ た り

（婿が当 日午 前中 ， 嫁方で ご馳走 にな り近所 に挨

拶 して
一一足先 に帰 る こ と），

出立 ちの と き嫁の 家

で は嫁が出る と塩 を撒 い て箒で 掃い た り，出迎 え

で は婿方 の 戸 口 （トン ボ）で
， 嫁は トン ボ マ タギ

をして 勝 手口か ら入 っ た り，里帰 りをカ ミアラ イ

と い っ て 嫁は 1，2 泊 して 髪 を洗 うな どが行 われ

ます 。 現在 もIH家 などに残る形式で す。

　足入婚

　足 入婚 は，婚舎が嫁方にあ っ て婚姻成立祝を婿

方 で あげる とい うもの で す 。 こ れ は凵 固め ・婚約 ・

結納が整 うと，嫁が 婿方に入 っ て住 み ，家事手伝

い 等を します 。

　足 入れ は嫁 の で き具 合を見る ためで ， 婚礼 ま

で 3
，
4 か 月ある と き， 年回 りが 悪 い とき，同居

が 整 っ て い ない と きなどに行 われ て い ます 。
ご祝

儀 は嫁人婚 と同様 に行 われ る の が
一

般的で すが ，

中に はや らない 家 も少な くなか っ たよ うです。現

在 も島「嶼の 旧家な どに残る形式で す 。

　披露宴

　披 露宴 は ，現代で は結婚式 の 祝 宴と
，

嫁 方 ・婿

83

方両家の 親族 へ の 披露宴 も
一

緒 に すませ て しまい

ますが，つ い こ の 間 まで は結婚式 の 翌 日披露宴が

行 われ て い ま した 。
い ま で も自宅で 結婚式 をする

家で は式 と披露が 別々 に行わ れ ます。 披露は嫁人

りを した翌 口 の 晩 に ヒ ロ メ と い っ て 嫁ぶ る まい を，

婿 入 りは ワ カ イ シブ ル マ イ を
， 向三軒両 隣を含め

た近隣に対 して 行わ れて い ます 。

2−3．「葬」の儀礼

　「葬．1，つ ま り葬儀は死者を葬 る儀礼で ，キに魂

呼 び ・
枕飾 り ・湯灌 ・通夜 ・納棺 ・告別式 ・出棺 ・

　 　 　 　 　 　 き l．ち

葬列 ・埋葬 ・忌 R な どが あ ります 。 他に
， 願 ほ ど

き 〔死者 を北向 きに して衣 をか けて，そ こ に水 を

か ける）， 泣 き女 （1中，棺 の とき， 大 きな声で 泣 く）

な どを行 うと こ ろ もあ ります。

　葬儀 は仏式 （神式 の ところ もある）が多 く， 葬

法 には風 葬 ・土葬 ・火 葬，稀に水葬が あ ります 。

こ れ は古代 イ ン ドの 4 葬 と称 され た もの で ，我が

国で は E世に風葬が葬法の
．一

つ として行われ まし

たが
， 巾肚以降土葬 とな り， 火葬 に転 じたの は最

近 の こ とで す。

　火葬 は ．ドに 僧侶に よ り採川 された葬法 で ，人工

で 短時間 に風化せ しめ る手段 で あ り，焼却 と骨上

げが 第
一

次葬で
， 骨壷 に納 め た遺骨を菓所に埋葬

する の は洗骨 また は改葬後の 第二 次葬にあた りま

す 。 従 っ て 火葬 もまた風葬 の 一
種 とい うこ とにな

ります 。

　告別式

　告別式は故人の 霊 に対 し，縁故 ・知人が別れを

告げる 儀式の こ と で すが ，葬儀の すべ て で ある か

の よ うな印象を与えて い る の が
・
般的で す 。 仏式，

神式 ，
キ リ ス ト教 な どに よ っ て形式は異 な ります 。

例えば
， 仏式で は祭壇を設 け ， 読経 ，

つ い で 弔辞

や 弔電の 披露，焼香，喪主の挨拶で式 を終えます 。

　青山斎場 （港凶 で は メ ディ ア 対応 の 通信 回線

が 24 時問態勢で 用意 され て い た と い い ます が
，

最近 は葬儀会館 も増 えて お り，そう した会館 で も

故人の ふ る さ と
， ゆか りの 地 などとを結んだ ネ ッ

トワ
ー

ク の 構築も考えな くて は な らな い 時が来 て

い る ようで す 。

　忌 日

　忌 H は
，

そ の 人0）死 亡 した 日 と H 付 の 同 じ日で
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命 口 の こ とで す 。 仏 式で は亡 くな っ た 日か ら 7 日

め ご とに （初七 日 ， 四十 九日）法 事が行われ ます 。

人 は死後 ， 善人 は よ い 所 に 生 まれ
，

悪人 は地獄 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 らゆ うい ん

お ちる定めで ，四 F九 日 の 間は中陰 と い い ，まだ

死者の 魂の お もむ く場所が 定 ま らず ，
こ の 間供養

を行えば た とえ悪人で も救わ れ る と信 じられ て い

ます u 青 十 口めか らは忌 明け と い い ，昔 は盛大 な

催 しをした もの で す 。

　以後は 1
，
3

，
7

，
13

，
17

，
23 の 年忌 に 法事を営

み ，33回 目の 年忌 を もっ て 弔上 げ と して い ます

が，1年忌や 3年忌 くら い まで は参集 もあ りメ デ ィ

ア とかか わる例は増 えて い ます 。 また故人 の 遺徳

を CD −ROM に す る例 もあ り，
マ ル チ メ デ ィ ア 時

代 に備えた対応 も考えられ ます 。

2−4L 「祭」の儀礼

　「祭」は，祭礼 の 総称で ，正 月，七草，鏡 開き，

節分 ， 雛祭 ， 彼岸 ， 端午 ，七 夕，盆，重 陽，月見

な どがあ ります。なかで も，五 節供，彼岸 と盆 の

祖 先祭祀 は祭の 儀礼 の 中核 を成す もの で す 。

　節供は 気候の 節を祝っ て神に供えもの をする こ

とで，江戸幕府が 定 め た式 日で す，1月 7 日 （人

日　・七 草 の 節 供），3 月 3 日 （上 巳 → 桃 の 節

供）， 5 月 5 目 （端午 ・菖蒲の 節供），
7 月 7 日 （七

夕→星 の 節供），9 月 9H （重 陽一・ 菊 の 節供 ）を

五節供 と い っ て ，こ の 日の ご馳走 をおせ ち料 理 と

呼んで い ます 。

　柑先祭祀の 祖先 に は始杠1、・始祖霊 ・祖神 ・死 者 ・

死霊 等の 観念が 混在 して い ますが ，氏神は鎮 守の

祭礼と して ， 死者 ・祖霊 （ミ タ マ ）は盆祭 と して
，

それ ぞ れ行われ て い ます 。

　 ミタマ 祭

　 ミタ マ は盆に精霊 様 （オ シ ョ ロ サ マ ）と呼ん で

精霊様 の 迎 え ・供応 ・送 りには
，

一
般的に 墓掃 除

→ 盆棚 （墓 と仏壇）　 ・灯 籠又は盆 提灯→迎 え火→

まん じ ゅ う ・うどん
・そ うめん ・ご飯 など の 供応

→ 送 り火→精霊流 しな どの 順序 で 行われます。

　墓施餓 鬼 は慶元寺 （世田谷 区）・浄名院 （台東

区）で ，墓 は し ご は 昇覚寺 （江戸 川 区）で 行わ れ

て お り，高灯籠は い まで も葛西 （江戸 川 区）・保

木問 （足 立区）な ど の 旧家で 行 わ れて い ます 。

　祖霊祭

　死者の 慰霊 と悪 疫退散を願 っ て 始 ま っ た両 国の

川 開 き （花火 〉は有名で すが ， 柴又八 幡神社 （葛

飾区）で は
， 今の神域が 島俣塚 とい っ て 奈良時代

の 養老年間の 集落跡 とされ，毎年氏子代表が参加

して塚 の 前で 祖霊祭が行 われ て い ます 。

3．民俗芸能

　芸能は体得 し体現で きる芸の こ とで ，文化財 と

し て の 芸能に は民俗 芸能 と伝統芸能が あ ります 。

民俗芸能は地域の 人々 が保存 し，後世 に継承 して

い る神楽 ， 風 流 ， 獅了舞 ， 田楽 ， 田遊 び
， 地狂 言，

民謡な どで，い わば ロ
ーカ ル ，つ ま り地 方区で す。

伝統芸能 は 「わ ざ」 を体得 した個人 また は個 人の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ うき ；　く

集団 に よ っ て体現 され る箏曲，歌舞伎，能楽な ど

で
，

い わ ば令 国区 とい うこ と に な ります 。

　地方の 時代の高ま りは，人，物，金が 民俗文化

財 に も向け られる よ うに な っ て ，地域 で の 祭 りが

復活 した り，古 くか ら伝わ っ た芸能が復興 した り，

発掘 されつ つ あ ります。 しか し，都市化の 進展で ，

伝承基盤 〔舞台の 減少 ・演者の 高齢化 ・観客の 減

少 ・ス ポ ン サ
ーの 皆無等）を喪失 して しま っ た

，

あ る い は 喪失寸前とい っ た地域 も少な くあ りませ

ん 。

　 い っ ぽ う， 国際社会 の 相互依存関係が 深 まる 11．1

で ，世界 の 国 々 の 中には 日本 の 繁栄 の 基盤 とな っ

て い る ロ本の 文化 と歴史に大 きな関心 を寄せ て い

ます 。
こ うした 関心の 高まりに 積極的に 対応 した

文化の 国際交流が ク ロ
ーズ ア ッ プ され て い ます 。

　 しか し，国際交流の 実態 は国 レ ベ ル の舞台芸術

（演劇 ・舞踊 ・歌舞伎等）で
， 日本の 海外公演数

3 に対 し，諸外国 の 日本公演数 7 と，年 々 日本側

が 入超 とな る傾向を示 して い ます 、，
こ の 傾向は ま

だ まだ続 き，2対 8 に限 りなく近づ い て い る の が

現状で す 。

3−1．伝統 へ の 回帰

　民俗芸 能は，四季折 々 の 祭 りの 中で 息づ き，育

まれ て きた もの ばか りで す。
つ ま り，地域 に根づ

い た郷土 の 文化なの で す 。

　地方の 文化活動 として は，戦前か ら地域 の 青年

団など地域団体 を rl・ 心 と して
， 伝統 的な民俗芸能

な どが行われ て い ました が
， 地域 の伝統芸能や郷
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土芸能が 見直 され ，イベ ン トブ
ーム とい われ るほ

ど ，各地 で 大規模 な文化行 事が催 され る よ うに

な っ た の は ，い わ ゆ る地方 の 時代 の 理念が 生 まれ

て 以降の こ とです 。 しか も
， 民俗芸能の分 野で も

シ ン セサ イザ ーなど の 電 子音楽， コ ン ピ ュ
ー

タ

ミ」 ．v−・ジ ッ ク， コ ン ピ ュ
ー

タ グ ラ フ ィ ッ ク な ど
，

コ ン ピュ
ー

タ の 能力 を利用 した新 しい 音や 映像 と

の ド ッ キ ン グ も一
部に考 えられ ， 試 み られて い る

ほ どで す 。

　 い っ ぽ う，先人が生 み出 し
， 育ん で きた文化財

を愛護 し， 尊重す る とい う観念も高まりをみせ て

い ます 。 入 は文化を享受 し
， その 創造 に参加 し，

文化 的な環境の 中 に身を置 くこ とに よ っ て ，精神

の 安ら ぎを得，生 きる喜び を見い だ し ， 心豊か で

満 ち足 りた 生活 を送る こ とが で きる とい う文化へ

の志 向の もと，地域 自 らが文化的な主体性 を確立

し， 維持 して い こ うとする伝統 へ の 回帰現象で す 。

　近年で は外国 との 友好都市 ， 姉妹都市の 提携で

交流が盛ん とな り，門外不出 とい っ て い た民俗芸

能な ど も文化使節 と して 担 ぎ出 され る よ うにな っ

て きて い ます、，

　民俗 芸能 の保存 ・伝承活動 に要す る経費は，民

俗芸能の保持者ある い は保存団体の 責任で 確保 し

ますが
，

そ の経済的基盤 は 非常 に弱い た め ，欧米

諸国に見 られ るよ うに公費等外部か ら の援助，助

成 を不可欠 と して い ます 。 しか し ， そ の 分野別 支

出状況 をみ る と，伝 統舞台芸術 は全体の 6．6％ に

過 ぎず，民俗芸能 に い た っ て は さ らに少な い と い

う状況です 。 また，マ ス ・メ デ でア の TV 放送で

も
， 放送 され る の は伝統芸能で あ り，民俗 芸能は

ニ ュ
ース として取 り上 げ られ る に過 ぎない こ と を

み て も押 して 知 る べ きで す 。

　そ うした中 で ，民俗芸能は地域 の 祭 りで 公開 さ

れ て きた経緯か ら民俗芸能の 保持者ある い は保存

団体が 自ら自毛公演 ， 地域外公演 とい うこ とは全

く必 要なか っ た 。 そ の た め か ，伝承基盤が 変化 し，

公開の 場 が失 われ て も手をこ まね い て い るだ けで

あ る こ とが 分か っ た の で す 。 そこ で
， 私は 公 開の

場 を国内困外 を間わず一
つ で も，二 つ で もつ くれ

るお 手伝 い が で きれ ば と考えた わけで す。東京都

民俗芸能大会 と地芝居サ ミ ッ トの 例 は 国内 ， 台湾

とエ ジプ トの 例 は国外 と い うこ と に な ります 。
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　 東京都民俗芸能大会

　東京都は 昭和 44 年 ，

“
す ぐれた芸術 を，心ゆ た

か な
， くら しの 中へ

”
をキ ャ ッ チ フ レ

ー一ズ に 「都

民芸術フ ェ ス テ ィ バ ル」 が行 われ る よ うに な り，

朿京都民 俗芸能大 会 （以下 ，大会） も，mp　45年

か ら加わ り，今日に至 っ て い ます 。

　大会の 始 まっ た とき，美濃部亮 占東京都知事は

「東京に 占くか ら伝わ る数々 の 民俗 芸能一こ れ ら

は私た ち の 心の ふ る さ と ともい えま し ょ う 。

…芸

術や芸能に接する こ とは
，

こ の 人問性 の 喪失 をふ

せ ぎ，人間本来の 喜び を私た ちに恢復 して くれ る

もの と信 じます」 と
， 伝統へ の 回帰 を期待 して い

ます、

　東京は民俗芸能の 宝庫 とい われて久 しい の で す

が，都市化の 進展で 四季折 々 の 祭 りが変わ り， 民

俗芸能を公開する機会が どん どん減 っ て い ます 。

東京都民俗芸能大会は都の 23 区，27市 ，
S 町L　 5

村 の 人 々 が保存 し
， 後 肚に継承 して い る優れた芸

能 を
一

堂 に集 めて 都民に観て い た だ くと い う意図

で始め られ た もの で す 。 昭和 53年に は板橋区農

業祭郷土 芸能大会 ・足立 区郷上芸能大会 ・
日の 出

田丁重耶ニヒ芸能 ま つ りカ§，昭禾冂55年に は田丁［Li市銀匹土

芸能 まつ りが ，昭利 59年に は杉並郷土芸能 大会が，

昭和 60 年に は 大島町芸術 文化祭が ，平成元年 に

は民俗芸能 in と しまが
， 毎年 あ る い は 隔年に 開

か れ る よ うに なっ て ，行政側に も地域 の 人々 の 中

に も美濃部知事が 期待 した
， 伝統 へ の 回帰現象を

確 かめ る こ とが で きる よ うにな りま した 。

　それ は 東京都民俗芸能大会で も敏感 に感 じとる

こ とがで きるか らで す。
つ ま り当初は会場 を年毎

に変 えて 催 して い ましたが
， 毎回 ， 地元 の 出演団

体が 公演 を終える と，決ま っ て 大勢の 観客が 退席

し，会場 内の 座席が歯抜 け状態 になる とい う状態

が 続 い て い ました。平成時代に 入 っ て か らは座席

の 歯抜け状態が徐 々 に な くな り，会場が 今の 東京

芸術劇場 にな （） て 以降は，座席の 歯抜 け状態が全

くなくな っ た うえに
， 観客 か ら は

， 東京に こ の よ

うな伝統文化が あ っ た の か とい う驚 きと，伝統の

中に安 らぎを見 い だ した と い う声が 聞かれる よ う

にな っ た こ とで す 。

　東京 には 23区と周辺 の 都市部 ， lil紫水明 に富

ん だ大多摩 ， 太平洋 ヒの 島嶼とい う 3 つ の 異な っ
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た風 十が あ っ て ，そ こ で 育まれ た 民俗芸能は 今の

と こ ろ 660余 （『江戸東京の 民俗芸能』）の 確認 を

み て い ます が，大会で公 開で きた の は 90余で す 。

ちなみ に
， 第 28 回大会は 平成 9 年 3 月 8，9 日同

劇場 で予定 して い ます 。

　地芝居サ ミ ッ ト

　地芝居 は農村歌舞伎 の こ と で ，全国に地芝居の

伝承地 は 130個所 を数 えて い ます 。 しか し
， 実際

に 定期公演 を して い る伝承地 は 7，80個所で ，他

は歌舞伎役者の 不足，また，長唄 ， 囃子な ど の 歌

舞伎音楽演奏家の 不足 ，道具 ・衣裳 ・鬘等の 老朽

化，経費の 確保困難な ど の 理由に よ り定期公演 を

見合わせ る とい う状況 に あ ります 。

　地 芝居サ ミ ッ トは，ふ る さ と創 生が合 言葉 と

な っ た昭和 62，
3 年頃か ら地域文化の 活性化を図

る発信 基地 の
一つ と して 農村舞台が見直され

，
い

わ ゆる地芝居が復権 して きた の に呼応 して，平成

2年か ら始 まっ た もの で す 。

　サ ミ ッ トで は開催地の 地芝居 （他所の 地芝居参

加交流 もある）を鑑賞 した の ち，地芝居の 保存 ・

伝承
・
活用 など をテ

ー
マ に代表者会議が 行わ れ，

その 会議で 導 き出され た合意に基づ い て ，宣 言（開

催地 の 地名 を冠 して ○ ○ 宜言）が採択 され て い ま

す 。

　第 1 回 は長野 県下伊那郡 大鹿村 ， 第 2 回は 滋賀

県長浜市 ・岐阜県不破郡垂井町，第 3 回 は東京都

調布市，第 4 回は岐阜県瑞浪市，第 5 回は東 京都

新宿 区 ， 第 6 回は 山形県酒 田市で ，そ れ ぞ れ 開催

され て い ます。代 表者 会議で は
， 保存会 の伝 承者

か ら歌舞伎音楽家の不足問題，鬘 ・衣裳の 補修問

題や 貸借 の 可 否，経費の確保 など。 舞台 の 保持者

か ら定期 メ ン テ の 難 しさ
，

公演 回数の 減少で 操作

感覚の 鈍化な ど。 行政か ら予算措置 と公演問題 ，

後継者づ くり （例 えば
， 小 中学生 を対象 に した伝

承教室 の 開催） など 。 回 を重ね る た び に ，具体的

な提案が 出て 盛 り上 が りをみせ て い ます 。 最近で

は伝承地の 地 方公共団体か らサ ミ ッ ト開催 の 希望

が寄せ られ る ように な り，かな り関心が高 まっ て

きて い ます 。

　第 6 回の 山形県酒田市で は 黒森歌舞伎が上 演さ

れ たがマ ス ・メ デ ィ ア の ラ ジオ ，TV の 中継が あ

り， ス ポ ン サ
ーもつ き，大変盛況で した 。 その 際 ，

私は オ フ ト
ー

ク通信 ，
CATV

，
ビ デ オ テ ッ ク ス ，

文字多重放送 （歌舞伎の 義太夫の 翻訣 を），
ビ デ

オ テ ィ ス ク と い っ た ニ ュ
ー

メ デ ィ ア を利用 して 現

地 に 出向け なか っ た iii民 に も観て もら うこ とが で

きた ら よか っ た と
， 感 じた もの で す v ちなみ に，

第 7 回 は 長 野 県小 県 郡 東 部 町 （平 成 8 年 9 月

21
，
22 日）， 第 8 回は埼玉 県秩父郡小鹿野 町 （平

成 9年 ll月第 3 十曜，日曜 日）の 開催が 決 まっ

て い ます 。

3−2．国際交流

　伝統 芸能 の 国際交流は ，昭和 3年の 訪 ソ 歌舞伎

公演で す。 以来 ， 歌舞伎 の 海外公演は ヨ
ー

ロ ッ パ
，

ア メ リカ 及び ア ジ ア の 25か 国 を超 える 国々 で行

われ て い ます 。 また ， 能 は 昭和 29 年 の イタ リア

の 国際演劇祭へ の 参加が 最初で す。

　民俗芸能の 国際交流 は
， 姉妹都 市の提携が 結ば

れ る よ うに な っ た 昭和 30年以 降の こ とで， しか

も昭和 40年代 に 入 っ て 文化使節団の
・
員 と して

編成 され
， 公演を通 し て 友好の 絆が結ばれ る よう

に な っ て きて い ます。

　東京で は国の 重要無形民俗文化財 とな っ た江戸

の早神楽 （平成 6 年指定）の 若山社中 （台東区〉

が昭和 46 年 に ロ ッ ク フ ェ ラ
ー

三 匱創 立 の ア ジ ア

協会 の 招聘で ，米国各地 （ホ ノ ル ル ， ロ サ ン ゼ ル

ス ，ニ ュ
ーヨ ーク

，
ニ ュ

ー
メ キ シ コ な ど の 各都市

の 大学）を 70 口問，30 同以上の 公 演 を した の が

本格的な 海外公演で す 。

　台湾

　 国際交流は，私 と して 最初の 経験が 台湾で す 。

平成 3 年 1 月 10 日か ら 1月 14 日 まで 5 日間， 財

団法 人交流協会主催 の 台湾 文化講演会に，日下公

人氏 （社 団法人 ソ フ ト化経済セ ン タ
ー

）， 森啓 氏

（神奈川大学）， それ に 私の 3 人が 講師と して 招

聘 され， 日 ドLkが文化産業論，森 氏が行 政の 文化

化，私が東京文化論 をそれ ぞれ通訳 を介 して講演

をさせ て い た だ きました 。 そ の とき ， 私 は東京の

民俗 文化則
’
の 保存と伝承の 問題を中心 に話 を展 開

したの で すが ， 台北 （台北市立美術 館）， 台 南 （台

南師範大学）の 2個所 とも，朿京の よ うに都 ilj
’
化

の テ ン ポが早い と こ ろ で は廃絶 ・消滅 が当然 と考

えて い た参加者に，東京で は こ の よ うな保存 ・伝
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承の 努力をや っ て い ますとい う話 を した ら質問が

集 中 し，もち時間を超過 して 打 ち切っ たほ ど関心

を集め た の には今で もび っ くりして い ます 。

　台湾は 工業化 に伴 う近代 的建設が著 し く進 み，

台北 ， 高雄，台中，台南 な どの 各都市は 近代都市

とし て 活気 に満ち て い ます 、， また，昭和 62年に

は台北 の 1†1正記念堂 の 敷地内に国家劇場 （オペ ラ

ハ ウ ス ），国家音楽庁 （コ ン サ ー トホ
ー

ル ）が 完

成 し，台湾文化の 殿堂 とな っ て い ます 。

　講演 を終え帰国 して 数 日後 ， そ れで は そ の 証拠

が 見た い と い うこ とに 現地 で な っ たか ど うか は分

か りませ んが ，財 団法 人交流協会 （以下 ，協会）

か ら急遽東京の 民俗芸能 を
．
選定 して 派遣 した い と

い う連絡 を受 けて
， 候 補の プ ロ フ ィ

ー
ル 書き

， 写

真を探すな ど提出資料作成の た め に慌 た だ しい 思

い を した の を覚 えて い ます。台湾で は刃 物は タ

ブ ー
，芸能グ ル

ー一・プは 1Q 人以 内 （70歳以 ．ヒは 遠

慮），屋外屋内で もで きる芸 能，東京都指定文化財，

パ ス ポ…
卜所持な どの 条件提示があ り， それにあ

て は まる民俗芸能の 選定 を急 がね ばな らな い 状況

だ っ た の で す 。

　協会の 条件提示の 中で，大変に苫しか っ た の は

年齢制 限 とパ ス ポ
ー

ト所持 の 2 つ で し た
。 保存団

体の 了解が とれた後は行政に お願い して パ ス ポ
ー

トが 出発まで に間 に合 うよ う支援 して もらうなど

周辺 の 協力で ，川 野車人形保存会 （奥多摩 町）を

台湾に派遣 する こ とがで き， それが また大変好評

で
， 東京都の 民俗文化財 の 存在 を強 くア ピール で

きた こ とで す 。 　派遣 は 2 月 22 囗か ら 2 月 27 口

ま で の 6 日間で ，出 し物は台湾人が 理解 して もら

えそ うな も の と して 三番叟 ， 日向景清
一
代記，東

海道 III膝 栗毛の 3幕を選 び，公演は台北県立文化

中心 （屋 内）， 宣 蘭県立文化 中心 （屋根付広場），

台南 市立文化中心 （屋外）の 3 回 3個所，観客 は

ユ
，
400 人 。 出 し物の 内容 は通訳に よ る紹介で

， 劇

の 流れ まで は通 訳で きなか っ た もの の
， 人形の 動

き，説経節 の 語 り，
三 味線な ど は 異文化の 印象を

与 え
， 台湾 の 最大紙 ・聯合報記者の 密着取材 に よ っ

て新聞で大き く取 り上 げて くれ た。こ の とき，そ

んな 臨場感が東京 ・
奥多摩町で も同時 に味 わ うこ

とが で きれ ば と私 の 頭の 巾を よ ぎっ た こ とを い ま

で も覚えて い ます 。
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　 エ ジプ ト

　 エ ジ プ ト ・カ イ ロ 県は東京都 の 姉妹 ・友好都市

　（1990 年 ）の 一
つ で す 。 平成 5 年 12月 ， 東 京都

の 1
．
1添 えで 広告代理店 か ら翌 「

z成 6 年 ユ月 22 日

か ら 1 月 29 日 まで の 8 日間 ，
エ ジ プ ト・

ア ラ ブ

共利 国カ イ ロ 県で 在 エ ジプ ト ・
ア ラブ共和国 P1本

大使館主催の ジ ャ パ ン ウイ
ー

ク に 東京都の 民俗芸

能を参加 させ る こ と に な っ た か ら急遽選定 して 欲

しい とい う連絡が あ り，条件は 2 団体で 15 人以内，

しか も 1 団体は
．
東京都指定文化財 を入れ て もらい

た い と い うも の で す 。

　 エ ジプ トは 「ナ イル の 賜た まもの で あ る」 との

ヘ ル ドトス の 言葉 を借 りるまで もなく，悠久不変

の ナ イ ル の 流れ に育まれて きた エ ジプ トの 歴 史と

文化は ，B ．C ．3000の 昔よ り 5000 年余 りの 歴史

を持 っ て い ます e

．
占代エ ジプ トの 宗教は多神教 で

あ り，太陽や 月 ， 動物 など，あ らゆ る もの が信仰

の 対象 とな っ たとい われ ，さ らに 各町に はそ れ ぞ

れ 守護神ア テ ン神 ， ア ヌ ビス 神，ア モ ン神，イ シ

ス 女神 ，
オ リ シ ス 神，セ ベ ク神 ，

ハ トホル 女神 ，

ホ ル ス 神，ラ
ー

神 な どが い て ，人々 に崇拝され て

い ます 。 そ の中で ア テ ン ，ハ トホ ル
，

ラ ーの 神 々

は太陽神で ある と こ ろ か ら， 日本神話の 太 陽神 ・

天照大神 の 出る 「犬 之岩扉」な ら カ イ ロ 市民 に も

理 解 して もらえる だ ろ うと考え，江戸 の 里神楽 と

1：．i本国家に永 く君臨 した武士 の 勇姿 をに じませ た

武神太鼓 （八 王子 市）で は どうか とい う提案を し

てみ た の で す 。

　提案 の ね らい はみ ご とにあた り，江戸 の 里神楽

は 山本 社中 （稲城 市）に 「天之 岩扉」をお 願 い

し，2 回公演 （ナ シ ョ ナ ル シ ア タ
ー
，オ ペ ラ ハ ウ

ス ）とい うこ とだ っ た の で
， その シ ナ リオ を検討

し て い た の で すが ， 途 中か らレ セ プ シ ョ ン で も

や っ て欲 しい
。 ナ シ ョ ナ ル シ ア タ

ーでは子供 を紹

待 する の で ， ア ドリブ を考えて もらい た い など注

文が 出て
， 両団体 との 打 ち合わ せ に幾度 も足 を運

んだ もの で す 。

　ア ドリブ と して 考 えた の は
， 江戸 の 里神楽に「敬

神愛国」 とい う曲H があ り，そ の 曲目を加えて も

らっ て ，大国サ マ の 打出の小槌 か ら御利益 の お宝

を振 る舞 うとい うもの と， 武神太鼓には 了
一
供 た ち

を舞台 に呼ん で ，太鼓を叩 い て もら うとい うもの
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で あ っ たが ， それぞれが大変 な反響で ，ヤ ン ヤ の

喝采は今で も私 の 耳 の 中に残 っ て い ます 。

　帰 国後，両市の 教育委員会 に謝礼 を申 し上 げた

とき， 現地の 状況 を衛 星で も使 っ て生放送を して

くれたらよか っ た とい う意見 を頂戴 し，い つ か，

そ の ような 日が くる とい い で すね と答えた こ とを

付記 して お きます。

4．むすび

　東京の 冠婚葬祭も，東京 オリン ピ ッ ク以 降，生

活様式の 多様化 、 個性化が進み ， 生活基盤 （住環

境も含む）が大 きく変 わ り，旧 習に とらわれない

東京人が増 え，新 しい 生活環境に よる慣行が冠婚

葬祭の
一

つ に加え られ る ようにな っ て い ます 。

　新東京人 もい っ ぽ うで は住 めば都 ， 先 人の 育 ん

で くれた東京の 固有の 文化に も，素直に敬意 を表

すとい う伝統へ の 回帰 も見 られ ます 。 そ して ，資

源 に乏しい 日本に とっ て先人の 残 して くれ た文化

財 を観光資源 に して 海外か ら人 を呼ぽ うとい う法

律第 88号 （2）（平成 4 年 9 月施行）も動 き出 し

て い ます 。

　 こ れ に対 して ，通信の 世界もハ リ ガネ や 電波の

奪 い 合 い に力 を入れ るの で は な く，イン タ ーネ ッ

トの よ うに，い まの イン フ ラ で 新 しい メ デ ィ ア を ，

低 コ ス トで つ くる こ とに知恵を出 し て も らい た い

もの で す 。 米国 の ゴ ア副大統領 提唱 の 情 報 ハ イ

ウ ェ イ構想 は なに も新 しい 投資をし よ うとい うの

で はな く， 既存の イ ン フ ラ を使 っ た構築が ネライ

で ，先端技術 を駆使する米国な らで は の 発想です 。

そんな構想に 対応で きる 日本の 通信会社は 国内通

信 と国際通信 の 両方 を持つ 会社づ くりが望 まれま

す 。

　そ して ，経済基盤 の 弱 い 民俗文化財 に も，ア ナ

m グの 世界で は な く，デ ィ ジタ ル の 世界で保存 ・

伝承活動がで きる こ とを願 っ て やみ ませ ん 。

い っ た お祝 い 電報や お悔やみ 電報があるほ か
， 最

近で はフ ァ ク シ ミ リ ・レタ ッ ク ス な ど も多 く使わ

れ る よ うに な っ て い ます 。

案内情報サ
ービ ス で は，冠婚葬祭 にかか わ る業

者 など提供の テ レ ホ ン サ
ービス ，フ リ

ーダイヤル

Ol20サ
ービ ス

， 伝言 ダ イヤ ル サ ービ ス な どが あ

ります。

また
， 贈答用 テ レホ ン カ

ー ドの 作成 ，
ボイス メ ー

ル の 利用 も盛 ん で
，

さ らに フ ァ ク シ ミリと組み合

わせ て学習塾 などの 添削 フ ァ ク シ ミリな ど も大い

に用 い られ て い ます。

（2） 通称 「お祭 り法」とい っ て，正 し くは 「地域

伝統芸能等 を活用 した行事の 実施 に よる　観光及

び特定地域 商工 業の 振興に 関す る 法律」（平成 4

年 6 月 26 日）

中村 規 （なかむ ら ただし〉

慶大卒，人文地理 専攻 。 NTr 在職

中か ら都市民俗学 の 研究 をラ イ フ

ワ
ー

ク と し， 特 に東京を テ ーマ に

「年中行事」「民俗芸能」を採訪 し

て 20余年 ， 1991年 1月 に財 団法人

交流協会 の 招 聘 で 都市民俗 をテ ーマ に し た台湾講演

の 実施 を機 に 同年 3 月，NTr を退職 し て本格的な研

究の た め ，研究仲間と都市民俗研究会 を主宰す る か

た わ ら都市民俗 の 「祭事暦」及 び 「通 過儀礼」の研

究 に 取 り組む 。 現在，都市民俗研 究所長 ，都市民 俗

研究会代表，社団法 人全 日本郷土芸能協会専門委員，

東京都 民俗芸 能大会実行委員 ， 東京都民俗芸能振興

会理事 ， 東海大学望星学塾・朝日 ・主婦の友カル チ ャ
ー

セ ン ターの講師 。 他に ，日本民俗学会，儀礼文化学会，

民俗芸能学会 ， 芸能学会等会員 。 著書 に，「東京の祭

り」 （1976年ペ ッ グ社），「民俗東京 の 祭 り」（1980 年

鷹書房），「江戸 東京の 民俗芸能 （全 5 巻）」（1992年

11月主婦の 友社）。 共著 に，「風流三 匹獅子舞」「伊

豆 大島元 町民謡集」（東京都民俗 芸能振興会刊行）。

他 に
， 「朝 日旅の 百科 （東京の 旅 1 〜6＞」（朝 日新聞

社），「ぴあ （特集号）」な ど執筆多数。

　　　　　　　　　　 注

（1） 電報電話は，最 もポ ピュ ラ
ーな伝達の 手段で

，

特に電報は従来の 祝電 ， 弔電 とい っ た時代が 大き

く変身を して お し花電報 ，メ ロ デ ィ電報，刺 し ゅ

う電報 ， フ ラワ
ー電報 ，

メ ロ デ ィ ・ボ イ ス 電報 と
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